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組

織

強

化

・

拡

大

、

労

働

条

件

改

善

の

闘

い

に

奮
闘
し
よ
う
！

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
問
題

さ
る
、
７
月
１
日
参
議
院
議

員
会
館
会
議
室
に
て
福
島
瑞
穂

党
首
・
穀
田
恵
二
国
対
委
員
長

が
激
励
挨
拶
に
参
加
す
る
中
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
社
員
・
家
族
へ
の
更

な
る
犠
牲
を
強
い
る
「
賃
金
抑

制
策
」
の
撤
回
と
構
造
問
題
の

抜
本
的
解
決
を
求
め
る
「
７
・

１
貨
物
総
行
動
・
院
内
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
田

村
社
長
が
３
月
末
、
会
社
幹
部

及
び
各
現
場
長
・
指
定
職
社
員

等
に
対
し
て
、
「
経
営
改
革
に

向
け
て
」
と
題
し
た
資
料
を
も

と
に
、
平
成
２
５
年
度
事
業
計

画
の
基
本
に
つ
い
て
「
訓
示
」

を
行
い
、
「
鉄
道
貨
物
輸
送
を

将
来
に
わ
っ
た
て
継
続
・
発
展

さ
せ
る
た
め
に
賃
金
抑
制
に
踏

み
切
る
こ
と
と
し
た
」
と
発
言

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２
５

年
度
入
社
の
新
入
社
員
に
対
し

て
も
、
入
社
式
を
目
前
に
控
え

た
３
月
に
、
「
賃
金
の
削
減
に

踏
み
切
る
」
と
す
る
手
紙
を
送

付
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
が
賃
金
抑
制

策
の
回
避
努
力
に
つ
い
て
考
え

方
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
自
ら
の

経
営
責
任
に
口
を
閉
じ
、
社
員

と
家
族
に
犠
牲
を
強
し
、
更
に

６
月
２
６
日
、
夏
季
手
当
の
回

答
が
基
準
内
賃
金
１
・
１
ヶ
月

と
超
低
額
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

到
底
容
認
さ
れ
ず
、
背
景
要
因

の
抜
本
的
解
決
に
向
け
て
努
力

す
る
よ
う
求
め
て
行
き
ま
す
。

「
分
割
・
民
営
化
」

か
ら
２
６
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
国

鉄
改
革
の
完
遂
が
Ｊ
Ｒ

各
社
の
完
全
民
営
化
で

あ
る
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ

三
島
・
貨
物
会
社
の
、

完
全
民
営
化
の
「
メ
ド
」

は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
昨
年
に
は
「
分
割
・

民
営
化
」
か
ら
四
半
世

紀
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物

会
社
な
ど
に
鉄
道
・
運

輸
機
構
の
利
益
剰
余
金

を
活
用
し
た
総
額
八
、

〇
〇
〇

億
円
を
超
え

る
支
援
策
が
決
定
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
支
援
は
最

長
で
２
０
年
で
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
が
抱

え
て
い
る
根
本
的
な
問

題
の
解
決
に
は
な
っ
て

お
ら
ず
、
問
題
の
先
送

り
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
す
ん
。
「
分

割
・
民
営
化
」
の
際
、

充
分
な
議
論
も
さ
れ
ず

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｊ
Ｒ
貨

物
は
社
員
数
を
半
減
し
、

賃
金
・
期
末
手
当
は
Ｊ

Ｒ
各
社
最
低
の
状
況
で

も
経
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
抜
本
的
な

問
題
を
放
置
し
、
経
営

の
自
助
努
力
を
求
め
続

け
て
き
た
国
土
交
通
省

及
び
株
主
で
あ
る
鉄
道
・

運
輸
支
援
機
構
の
責
任

は
重
大
で
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
が
成
り
立

つ
仕
組
み
の
構
築
に
向

け
て
、
国
の
責
任
に
よ

る
抜
本
的
な
解
決
を
求

め
ま
す
。


